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研究課題名    進行肝癌患者における血中循環腫瘍細胞の検討 

研究期間        2026年 8月 18日 ～ 2028年 3月 31日 

研究の対象   2026年 6月１日～2027年 12月 31日までに、広島大学病院消化器

内科および消化器外科で原発性肝癌原発性肝癌と診断され、全身薬物療

法が計画された患者さんのうち、疫学研究「消化器疾患の研究のためのデ

ータベース登録(E2012-0726)」において同意が得られ採血が行われた

患者さんを対象にします。 

研究の目的・方法 

 

 

研究目的：私たちは肝細胞癌に高発現しているタンパクに着目し、これを

ターゲットに肝細胞癌の循環腫瘍細胞を検出する方法を確立しました。

循環腫瘍細胞は原発腫瘍組織または転移腫瘍組織から遊離し血中へ浸潤

した細胞であり、他部位への転移能を有していると考えられています。こ

の方法により肝細胞癌患者における循環腫瘍細胞の回収を行い、それが

転移再発や予後の面でどのような影響を与えているのかを解明するこ

と、また、肝細胞癌の転移機序の解明を行うことを目的とし、この研究を

計画しました。 

研究の方法：本研究は、疫学研究「消化器疾患の研究のためのデータベ

ース登録(E2012-0726)」において同意が得られて採血が行われた患

者さんの血液を検査します。また診療録（カルテ）情報の転記を行いま

す。 

研究に用いる試料・

情報の種類  

 

情報：カルテから使用する内容は年齢、血液検査、切除術式、病理所

見、成績（術中出血量、手術時間、術後合併症、術後在院日数、在院

死、30 日・60 日・90 日死亡、再発、予後）、など。 

（個人を特定可能な情報は解析に用いません） 

試料：血液 

試料・情報の管理責任者：広島大学院医系科学研究科消化器・移植外科学 

             教授 大段 秀樹 

外部への試料・情報

の提供 

本学単独研究のため、外部への試料・情報の提供は行いません。 

利用または提供を開

始する予定日 

2026年 8月 18日（実施許可日以降） 

個人情報の保護 

 

 

 

 

試料・情報は解析する前に、氏名・カルテ番号等の特定の個人を識別でき

る記述を削除し代わりに研究用の番号を付け、どなたのものか分からな

いようにします。個人と連結させるための対応表は、本院の個人情報管理

者が保管・管理します。 
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研究組織 

 

本学の研究責任者 

 広島大学大学院医系科学研究科消化器・移植外科学 教授 大段 秀樹 

その他 提供された検体・検査データ等は、将来この研究とは別の研究に利用させ

ていただく可能性があります。これを二次利用といいます。二次利用する

際は別途倫理審査委員会で承認後、研究機関の長の許可を得てから使用

します。将来の研究に使用した場合は、現在ご覧いただいている HPへそ

の情報を掲載し、拒否の機会を保障します。 

研究への利用を辞退

する場合の連絡先・

お問合せ先 

 

 

 

 

研究に試料・情報が用いられることについて、研究の対象となる方もしく

はその代諾者の方にご了承いただけない場合は、研究対象としませんの

で下記の連絡先までお申し出ください。お申し出による不利益が生じる

ことはありません。ただし、すでにこの研究の結果が論文などで公表され

ている場合には、提供していただいた情報や試料に基づくデータを結果

から取り除くことが出来ない場合があります。 

なお、公表される結果には、特定の個人が識別できる情報は含まれませ

ん。 

また、本研究に関するご質問等あれば下記連絡先までお問い合わせくだ

さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報等の保護や研究の独創

性確保に支障がない範囲内で、研究計画書および関連書類を閲覧するこ

とができますので、お申し出ください。 

 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3   

Ｔｅｌ：082-257-5222  

広島大学大学院医系科学研究科消化器・移植外科学   

教授    大段 秀樹 

                  准教授  小林 剛 

寄附講座助教  山本 将輝 


